
京ホ連では、現場の実態を伝え行政施策に反映させるため、例年京都府行政と意見交換の場

を設けています。今年度も、8 月 25 日に京都府高齢者支援課、介護・地域福祉課（各課副

課長 4 名）にお越しいただき、要望書を提出し現場の課題を伝えるとともに、意見交換を行

いました。 
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＊要望書を提出しました＊ 

 

 
 

～“京都府との要望懇談会”を実施しました～ 

要望懇談会では会員を代表して会長をは

じめ幹事（計 5 名）が出席し、懇談前に実

施した実態調査アンケートの結果を資料と

して活用しながら、ホームヘルプの現場で

今課題となっていることや実態を伝えまし

た。今年度は、訪問介護事業所における人

材不足とそれに対する施策について、訪問

介護事業所で使用している様式の統一につ

いて、平成 30 年度の介護保険制度改正に

ついて懸念していることや、報酬改訂によ

る影響などについて、要望書を提出しまし

た。要望懇談会の報告については、別添の

「平成 28 年度京都府との要望懇談会報告

書」をご確認ください。 
 

 

【要望書の概要】 

①訪問介護員及びサービス提供責任者の人員確保について具体的なご支援をお願いいたします。 

②訪問介護員及びサービス提供責任者の人材育成に関する取り組みを強化しますので、これにかかる運営費用等の面に

おいてご尽力いただきますようお願いいたします。 

③サービス提供責任者の資格要件における 30％減算について、介護福祉士資格を持たない場合に減算を緩和する措置

を講じていただきますようお願いいたします。 

④サービス提供責任者の業務実態について適正な評価をいただくとともに、法定書類の整備についてご協力お願いします。 

⑤新しい総合事業について、平成 30 年の制度改正や報酬改定を見据えて、要支援者や要介護１、2 の方に対する生

活援助の意味について、京都府としての課題認識をお聞かせください。 

★京都府ホームヘルパー連絡協議会★ 京ホ連ニュース 2016 vol.2 ① 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【第 2 回研修会（サービス提供責任者向け研修）】 

～支援する人の支援を考える～を実施しました 

★京都府ホームヘルパー連絡協議会★ 京ホ連ニュース 2016 vol.2 ② 

 

 

 去る 9 月 13 日（火）に京都社会福祉会館で、第

２回研修会を開催しました。講師に、天理大学の松

田美智子教授をお迎えし「支援する人の支援」につ

いて講義とグループワークを行いました。 

 先生の研究を基にした講義では、疲労感があった

としても、職場の支えや自己理解によって、仕事の

喜びを感じることができ、長く働き続けられるイン

センティブになることを学びました。 

 グループワークでは、サービス提供責任者として

働く者同士で日頃のストレスや悩みを共有するこ

とで、少しでも疲労感を軽減できたのではないかと

思います。 

  

 

【アンケートの結果から】 

・いろいろなストレス内容がありましたが、出し合ってみると本当に同じことで悩みがあることが分かってホッとしました。 

・周りを守るためには、自分を大切にし、ストレスの逃し方を身につけることが大切だと思いました。 

・サ責の喜びや苦しみ、皆さんの意見で自分の心に整理がつきました。前向きに物事が考えられるようになりました。 

・サ責は一人でしんどいものだと思っていました。「支援する人の支援」という言葉が目からうろこでした。後任のサポート

もしっかりしていきたいです。 

☆参加された皆さまありがとうございました☆ 

 



 

～第 4 回研修会（訪問介護員技術研修）～ 

●日時：①平成 28 年 11 月 21 日（月）10：30～16：00 

②平成 28 年 12 月 20 日（火）11：30～17：00 

●場所：①南部会場：京都保育福祉専門学院 介護実習室 

②北部会場：特別養護老人ホーム第 2 松寿苑 

●講師：京都保育福祉専門学院 学院長 岡本匡弘先生 

●参加費：500 円 

●内容：自分の介護技術の点検と、 

在宅ならではの介護のコツを改めて学びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●発行元● 京都府ホームヘルパー連絡協議会 

（事務局）〒604－0874 京都市中京区竹屋町通烏丸東入る 

 京都府社会福祉協議会 地域福祉・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ振興課 内 

 ＴＥＬ：075-252-6294 ／ ＦＡＸ：075-252-6310 

 ホームページ：http://www.kyoshakyo.or.jp/kyohoren/ 

 

 

 

 

 平成 28 年熊本地震の発生を受け、全国ホームヘルパー協議会では、5 月 23 日～6 

月 28 日の期間で御船町の福祉避難所への支援を実施しました。2 人 1 組で 2 泊 3 

日ずつの交代を基本とし、延べ 31 人が活動を行いました。京ホ連事業所にも協力を依頼

し、6 月 9 日～11 日に 1 名が福祉避難所で活動しました。 

1 ヶ月にわたって、専門職であるホームヘルパーが継続的な支援を展開したことにより、

被災者支援をとおして、利用者に寄りそって支援にあたるホームヘルパーの役割の重要性

を再認識することができました。福祉救援活動の実施にご理解いただいた皆さまに心より

感謝を申しあげます。 

 熊本地震を受けて実施した福祉救援活動については、活動に係る経費を福祉救援基金か

ら支出することとし、募金の協力依頼を行いました。7 月 27 日現在で 258,582 円(振

込件数 16 件)の募金がありました。京ホ連会員事業所からも、2 事業所より募金をいた

だきました。ご理解、ご協力をいただき誠にありがとうございました。 

 

次回研修会のお知らせ 

★京都府ホームヘルパー連絡協議会★ 京ホ連ニュース 2016 vol.2 ③ 

 

 

～皆さまのご参加、お待ちしております～ 

平成28年熊本地震における活動のご報告 

 

 


